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流通経済大学

仙台大学

福岡大学

中京大学

広島経済大学

新潟医療福祉大学

筑波大学

国士舘大学

関西大学

札幌大学

九州産業大

中央大学

浜松大学

高知大学

阪南大学

びわこ成蹊スポーツ大学
　

創
部
６
年
目
で
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
ん
だ
び
わ
ス
ポ
サ

ッ
カ
ー
部
が
12
月
20
日
か
ら
東

京
で
開
か
れ
る
第
57
回
全
日
本

大
学
選
手
権
に
挑
む
。
昨
春
の

関
西
学
生
リ
ー
グ
初
制
覇
に
続

く
快
挙
で
、
松
田
監
督
が
掲
げ

て
き
た
「
日
本
一
を
狙
う
ク
ラ

ブ
」
へ
歴
史
的
な
一
歩
を
踏
み

出
す
。

　

関
西
学
生
リ
ー
グ
は
今
季
か

ら
１
シ
ー
ズ
ン
の

通
算
成
績
で
リ
ー
グ
優
勝
を
争

う
通
年
制
に
変
わ
っ
た
。
４
月

に
開
幕
し
た
前
期
リ
ー
グ
の
び

わ
ス
ポ
は
３
位
で
折
り
返
し
、

９
月
か
ら
の
後
期
リ
ー
グ
は
阪

南
大
と
激
し
い
首
位
争
い
を
展

開
。
終
盤
で
桃
山
大
に
初
黒
星

を
喫
し
て
２
位
に
後
退
し
た

が
、
目
標
の
イ
ン
カ
レ
出
場
枠

（
３
位
以
内
）を
手
に
し
た
。「
強

さ
と
も
ろ
さ
が
同
居
し
た
チ
ー

ム
」
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る

が
、
２
ト
ッ
プ
の
平
野
、

篠
部
を
軸
に
仕
掛
け
る
プ

レ
ー
は
多
彩
。
ス
ピ
ー
ド

と
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
あ
ふ

れ
、
リ
ー
グ
最
多
の
46
ゴ

ー
ル
を
あ
げ
た
破
壊
力

は
、
本
番
の
イ
ン
カ
レ
で

も
大
き
な
期
待
が
か
か

る
。
不
安
は
守
備
。
４
︲

４
︲
２
の
シ
ス
テ
ム
は
、
カ
ウ

ン
タ
ー
攻
撃
な
ど
後
手
に
回
る

と
思
わ
ぬ
ミ
ス
が
出
て
失
点
に

つ
な
が
る
。
リ
ー
グ
制
覇
し
た

阪
南
大
の
失
点
６
に
対
し
び
わ

ス
ポ
は
22
失
点
。
攻
守
の
バ
ラ

ン
ス
に
欠
け
る
の
が
唯
一
の
不

安
。
イ
ン
カ
レ
は
長
丁
場
の
リ

ー
グ
と
違
い
、
一
発
勝
負
の
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
。
先
手
必
勝
が

勝
利
へ
の
近
道
に
な
る
。
１
回

戦
は
九
州
リ
ー
グ
の
強
豪
、
福

岡
大
と
対
決
す
る
。「
４
回
生

に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
最
後
の

公
式
戦
。
悔
い
が
残
ら
な
い
よ

う
に
ガ
ン
ガ
ン
攻
め
て
勝
ち
に

行
き
ま
す
」。
１
年
生
か
ら
レ

ギ
ュ
ラ
ー
で
活
躍
し
た
主
将
の

舩
津
の
闘
志
が
、
ブ
ル
ー
イ
レ

ブ
ン
を
力
強
く
、
た
く
ま
し
く

引
っ
張
る
。

夢
舞
台
へ
弾
む
ブ
ル
ー
イ
レ
ブ
ン

悲
願
の
イ
ン
カ
レ
初
出
場

【GK】下西　要（３年）
自分たちは挑戦者。一戦一戦
挑戦者としてがんばりたい。

【DF】山田　尚幸（３年）
人生初の大舞台。楽しみたい。

【DF】内野　貴志（２年）
大学は初出場だが一回でも多く勝っ
て、チャレンジャーとして、強豪と
いわれる有名大学を倒していきたい。

【DF】小川　優（４年）
４年間いろいろな人に支えてもら
い、お世話になってきた。その人
たちへの感謝の気持ちをプレーに
表し、「日本一」で恩返しをしたい。【DF】中原　亨（４年）

目標は優勝。失点を０に抑
えたい。

【MF】舩津　徹也（4年）
一日でも長くこのチームでサッ
カーがしたい。そのためには勝
ち続けるしかない。優勝します。

【MF】湯田　逸友（1年）
点を決めたい。積極的に動い
てチームに貢献できるプレー
をする。

【MF】浅津　知大（1年）
チームの勝利に貢献したい。

【MF】小池　遼（３年）
びわこらしく、ひとつずつ勝ってい
きたい。汗かき役として動き、得意
の左足で得点に絡んでいきたい。

【FW】篠部　拓真（3年）
試合に出るからには、絶対に
点を取る。必ず勝つ。

【FW】平野　甲斐（3年）
「関西に、びわこの平野あり」
と思わせるプレーをしたい。

新中　剛史（４年）
点を取って、日本一になりま
す。

安本　真哉（２年）
全国に向け、チームのレベルを上げることが必
要になる。その中で個人のレベルも上げていき
たい。自分らしいパスを全日本で見せたい。

澤西　宏典（２年）
悔いの残らないプレーをしたい。決
定的なパスを出し、チャンスがあれ
ば点をとりにいきたい。

村井　孝暢（３年）

林　将志（２年）
日本一になるために、チ
ームに貢献したい。

瀬古　朋広（３年）
自分の持っている経験を活かし、
力を出しきりたい。優勝します。

土井　俊典（１年）

【マネージャー】
谷崎　達哉（４年）
これが最後。選手一人ひとりが自
分たちのプレーに集中できるよう、
練習の時からしっかりサポートし
て、残り少ない日々を、一日一日
噛み締めながらやっていきたい。

リザーブ選手

目
指
せ
大
学
日
本
一

目
指
せ
大
学
日
本
一

決勝トーナメント予定表
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2008年度　第86回　関西学生サッカーリーグ　星取表
順位 大学名 阪南大 びわこ大 関西大 関学大 同大 京産大 桃山大 大院大 大教大 立命大 近畿大 姫獨大 勝 負 分 得点 失点 得失点差 勝ち点

1 阪南大
○４—１ ○２—０ △０—０ ○１—０ △１—１ △１—１ ○１—０ ○１—０ ○１—０ ○２—１ ○４—０

15 1 6 42 6 36 51
△０—０ △０—０ ○３—０ ○４—０ ●０—１ ○５—０ △１—１ ○１—０ ○４—０ ○１—０ ○５—０

2 びわこ大
●１—４ ○２—１ ○３—０ ○５—０ ●０—４ ○２—１ ○３—２ ○４—０ ○３—１ ○２—１ ●３—４

15 4 3 46 22 24 48
△０—０ ○１—０ △２—２ ○２—０ ○１—０ ●０—１ ○３—０ ○３—０ ○２—０ ○３—０ △１—１

3 関西大
●０—２ ●１—２ ○１—０ ○２—０ ○５—２ ○２—１ ○２—１ ○３—２ △１—１ ○２—０ ○３—１

14 4 4 43 20 23 46
△０—０ ●０—１ ○１—０ ○２—０ ●１—３ △１—１ △１—１ ○２—１ ○２—１ ○２—０ ○９—０

4 関学大
△０—０ ●０—３ ●０—１ ○１—０ △１—１ ○３—０ ○１—０ △０—０ ○３—１ ○１—０ △２—２

11 5 6 31 22 9 39
●０—３ △２—２ ●０—１ ○２—１ △１—１ ○２—０ ○５—０ ●２—４ ○１—０ ○２—１ ○２—１

5 同大
●０—１ ●０—５ ●０—２ ●０—１ ○２—０ △０—０ ●１—４ ○１—０ ○１—０ ○３—１ ○３—０

10 11 1 25 34 -9 31
●０—４ ●０—２ ●０—２ ●１—２ ●０—２ ●０—２ ○５—４ ○１—０ ○１—０ ○４—２ ○２—０

6 京産大
△１—１ ○４—０ ●２—５ △１—１ ●０—２ ●１—８ ●２—４ ●１—２ ○１—０ △１—１ ●０—２

8 9 5 32 37 -5 29
○１—０ ●０—１ ○３—１ △１—１ ○２—０ ○１—０ ●０—２ ●２—３ △０—０ ○４—３ ○４—０

7 桃山大
△１—１ ●１—２ ●１—２ ●０—３ △０—０ ○８—１ △０—０ ●０—２ ●０—１ ○３—１ ○２—０

7 11 4 24 31 -7 25
●０—５ ○１—０ △１—１ ●０—２ ○２—０ ●０—１ ○１—０ ●０—１ ●０—４ ●０—２ ○３—２

8 大院大
●０—１ ●２—３ ●１—２ ●０—１ ○４—１ ○４—２ △０—０ ○３—０ △２—２ ●２—３ ●０—１

6 10 6 30 34 -4 24
△１—１ ●０—３ △１—１ ●０—５ ●４—５ ○２—０ ●０—１ △２—２ △０—０ ○１—０ ○１—０

9 大教大
●０—１ ●０—４ ●２—３ △０—０ ●０—１ ○２—１ ○２—０ ●０—３ △１—１ ●０—４ ●１—２

7 12 3 22 34 -12 24
●０—１ ●０—３ ●１—２ ○４—２ ●０—１ ○３—２ ○１—０ △２—２ ○１—０ ●０—１ ○２—０

10 立命大
●０—１ ●１—３ △１—１ ●１—３ ●０—１ ●０—１ ○１—０ △２—２ △１—１ ○２—１ ○２—０

6 11 5 25 26 -1 23
●０—４ ●０—２ ●１—２ ●０—１ ●０—１ △０—０ ○４—０ △０—０ ●０—１ ○７—１ ○２—０

11 近畿大
●１—２ ●１—２ ●０—２ ●０—１ ●１—３ △１—１ ●１—３ ○３—２ ○４—０ ●１—２ ○２—０

6 15 1 26 42 -16 19
●０—１ ●０—３ ●０—２ ●１—２ ●２—４ ●３—４ ○２—０ ●０—１ ○１—０ ●１—７ ○１—０

12 姫獨大
●０—４ ○４—３ ●１—３ △２—２ ●０—３ ○２—０ ●０—２ ○１—０ ○２—１ ●０—２ ●０—２

4 16 2 16 54 -38 14
●０—５ △１—１ ●０—９ ●１—２ ●０—２ ●０—４ ●２—３ ●０—１ ●０—２ ●０—２ ●０—１

対戦及びスコア表
対戦校 スコア 得点者

【前期】
第１節 近大 ○ ２—１ 山田　篠部
第２節 京産大 ● ０—４
第３節 立命大 ○ ３—０ 瀬古（２）　篠部
第４節 桃山大 ○ ２—１ 鳥濱　篠部
第５節 関学大 ○ ３—０ 瀬古　二戸　平野
第６節 大教大 ○ ４—０ 平野　瀬古（２）　篠部
第７節 大院大 ○ ３—２ 篠部（２）　小池
第８節 姫独大 ● ３—４ 瀬古（２）　舩津
第９節 関大 ○ ２—１ 篠部　岡野
第10節 阪南大 ● １—４ 山田
第11節 同大 ○ ５—０ 舩津　瀬古　安本　平野　下

【後期】
第１節 近大 ○ ３—０ 小池　平野　山田
第２節 大院大 ○ ３—０ 篠部（２）　平野
第３節 大教大 ○ ３—０ 内野　平野　澤西
第４節 姫独大 △ １—１ 浅津
第５節 京産大 ○ １—０ 舩津
第６節 立命大 ○ ２—０ 篠部　澤西
第７節 関大 ○ １—０ 新中
第８節 桃山大 ● ０—１
第９節 同大 ○ ２—０ 瀬古　澤西
第10節 阪南大 △ ０—０
第11節 関学大 △ ２—２ 舩津　小池

の
ミ
ス
か
ら
ピ
ン
チ
を
迎
え

る
場
面
は
あ
っ
た

も
の
の
、
チ
ー

ム
で
守
り
き

り
同
大
の

反
撃
を
振

り
切
り
、

今
季
11
度
目

の
無
失
点
勝
利

を
あ
げ
た
。
こ
の

日
、
１
ア
シ
ス
ト

を
き
め
た
平
野

は
、
ア
シ
ス
ト

数
を
16
に
伸
ば

し
リ
ー
グ
ラ
ン

キ
ン
グ
で
単

独
ト
ッ
プ
に

立
っ
た
。
１

点
目
を
き

め
た
瀬
古
も
９
得
点
で
、
得
点

ラ
ン
キ
ン
グ
３
位
に
つ
け
た
。

さ
ら
に
交
代
し
た
選
手
が
松
田

監
督
の
期
待
に
応
え
て
貴
重
な

ゴ
ー
ル
を
あ
げ
る
シ
ー
ン
も
多

い
。
こ
の
層
の
厚
さ
も
び
わ
ス

ポ
の
強
さ
と
い
え
る
。
今
季
こ

こ
ま
で
の
チ
ー
ム
総
得
点
は

　

打
倒
関
東––

大
学
日
本
一

を
か
け
た
舞
台
に
初
め
て
挑
む

び
わ
ス
ポ
・
イ
レ
ブ
ン
を
は
じ

め
、
阪
南
大
、
関
大
の
関
西
勢

の
合
言
葉
で
あ
る
。
流
通
経
済

大
、
国
士
舘
、
筑
波
大
、
中
大

の
強
豪
が
そ
ろ
う
関
東
勢
が
誇

る
「
攻
め
」
の
サ
ッ
カ
ー
に
、

関
西
勢
は
「
守
り
」
の
サ
ッ
カ

ー
で
対
抗
す
る
。

　

過
去
56
回
の
大
会
を
振
り
返

る
と
、
大
学
サ
ッ
カ
ー
の
勢
力

は
、
圧
倒
的
な
「
東
高
西
低
」

で
あ
る
。
優
勝
は
早
大
の
13
回

を
筆
頭
に
関
東
勢
が
51
回
を
誇

り
、
関
西
勢
は
１
９
６
７
年
の

第
16
回
大
会
で
関
大
が
初
め
て

王
座
に
つ
き
、
大
商
大
４
度
、

大
体
大
１
度
で
関
西
勢
の
優
勝

も
、
85
年
以
来
遠
ざ
か
っ
て
い

る
。
実
力
均
衡
の
強
豪
が
ひ
し

め
く
関
東
リ
ー
グ
と
そ
う
で
な

い
関
西
勢
と
の
環
境
の
違
い
が

「
東
高
西
低
」
の
大
き
な
一
因

で
あ
り
、
勝
利
へ
の
こ
だ
わ
り

が
関
東
勢
の
攻
撃
的
な
サ
ッ
カ

ー
に
つ
な
が
る
。
創
部
６
年
の

び
わ
ス
ポ
に
と
っ
て
、
念
願
の

大
学
選
手
権
は
将
来
へ
の
試
金

石
に
な
る
戦
い
。
１
回
戦
で
９

年
連
続
33
回
出
場
の
伝
統
チ
ー

ム
、
福
岡
大
と
対
決
し
、
勝
て

ば
、
ベ
ス
ト
８
で
強
豪
流
通
経

大
の
対
戦
が
予

想
さ
れ
る
。
松

田
監
督
の
「
し

っ
か
り
守
る
サ

ッ
カ
ー
」
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
か

ら
速
攻
で
勝
負

を
か
け
る
が
、

Ｆ
Ｗ
平
野
、
篠

部
の
攻
撃
力
が

勝
利
へ
の
カ
ギ

を
握
っ
て
い

る
。

最優秀選手　舩津

学
生
リ
ー
グ
後
期
第
７

節
が
長
居
第
２
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ

た
。
阪
南
大
と
同
率
首
位
で

初
の
全
日
本
大
学
選
手
権
出

場
を
狙
う
び
わ
こ
成
蹊
ス

ポ
ー
ツ
大
は
、
同
じ
く
全

日
本
出
場
を
目
指
す
関
西

大
学
と
の
一
戦
を
迎
え

た
。

　

関
大
は
こ
の
日
の
一

戦
を
学
祭
の
一
環
に
あ

て
、
一
般
学
生
を
応

援
に
動
員
し
て
い
た
。

赤
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
身
に
ま

試
金
石
の
戦
い

と
う
応
援
団
は
、
び
わ
ス
ポ
の

応
援
団
を
大
き
く
上
回
る
お
よ

そ
２
５
０
人
。
サ
ポ
ー
ト
で
は

劣
勢
の
雰
囲
気
の
中
で
ゲ
ー
ム

は
始
ま
っ
た
。

　

前
半
、
得
点
チ
ャ
ン
ス
を
つ

く
る
が
、
得
点
に
つ
な
げ
る
事

が
で
き
な
い
ま
ま
、
０-

０
。

後
半
に
入
り
、
６
分
に
は
小
池

が
シ
ュ
ー
ト
を
放

つ
も
Ｇ
Ｋ
の
正
面

を
突
い
た
。
流
れ
を

変
え
た
い
び
わ
ス
ポ

は
、
11
分
に
篠
部
か

ら
澤
西
を
、
15
分
に
は

小
池
か
ら
瀬
古
を
投

入
。
直
後
の
21
分
、
関

大
に
攻
め
込
ま
れ
Ｆ
Ｋ

と
Ｃ
Ｋ
の
セ
ッ
ト
プ
レ
ー

か
ら
ピ
ン
チ
を
招
い
た

が
、
下
西
の
好
セ
ー
ブ
で

切
り
抜
け
た
。
32
分
に
は
逆

に
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
る
。
浅

津
の
パ
ス
に
平
野
が
反

応
。
シ
ュ
ー
ト
は
外
れ

た
も
の
の
Ｃ
Ｋ
を
得
る
。

し
か
し
、
瀬
古
が
あ
げ
た

ボ
ー
ル
は
Ｇ
Ｋ
に
パ
ン
チ

ン
グ
で
阻
ま
れ
得
点
に
つ
な

げ
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
。41

分
に
は
安
本
が
20
メ
ー
ト
ル
の

ロ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
も
、枠

の
上
。な
か
な
か
ゴ
ー
ル
ネ
ッ

ト
を
揺
ら
す
事
が
で
き
な
い
。

　

ロ
ス
タ
イ
ム
に
入
り
、「
同

点
の
ま
ま
勝
ち
点
は
１
か
」
と

諦
め
か
け
た
そ
の
時
、
待
っ
て

い
た
瞬
間
が
訪
れ
る
。
エ
リ
ア

内
で
浅
津
が
倒
さ
れ
、
Ｐ
Ｋ
。

「
キ
ッ
カ
ー
は
舩
津
」
と
い
う

周
囲
の
予
想
に
反
し
、
ボ
ー
ル

を
置
い
た
の
は
、
舩
津
と
同
じ

４
年
生
で
、
こ
の
日
後
半
41
分

創
立
６
年
目
を
迎
え
た

本
学
に
と
っ
て
、
待

ち
に
待
っ
た
瞬
間
が

訪
れ
た
。

　

本
学
の
学
生
で
「
び
わ
ス
ポ

と
い
え
ば
？
」
と
聞
か
れ
、「
サ

ッ
カ
ー
」
と
連
想
す
る
も
の
は

少
な
く
な
い
は
ず
だ
。
約
２
０

０
人
の
部
員
を
抱
え
て
い
る
の

だ
か
ら
当
然
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
ん
な
象
徴
的
存
在
と
も

い
え
る
サ
ッ
カ
ー
部
が
、
開
学

以
来
の
目
標
だ
っ
た
、
初
の
全

日
本
大
学
選
手
権
の
切
符

を
手
に
入
れ
た
。

　

11
月
15
日

（
土
）
に
鶴

見
緑
地
球

技
場
で

行
わ
れ
た

関
西
サ
ッ

カ
ー
学
生
リ

ー
グ
後
期
第
９
節

の
同
志
社
大
戦
を
２-

０
で

勝
利
し
、
２
戦
を
残
し
、
全

国
出
場
枠
の
３
位
以
内
を
確
定

さ
せ
た
。

　

試
合
が
動
い
た

の
は
、
後
半
23
分

だ
っ
た
。
右
サ
イ

ド
で
パ
ス
を
受
け

た
平
野
か
ら
瀬
古

に
パ
ス
が
つ
な
が

り
、
先
制
点
を
奪

う
と
、
38
分
に
は

舩
津
の
パ
ス
に
う

ま
く
反
応
し
た
澤

西
が
相
手
Ｄ
Ｆ
を

振
り
切
り
２
点
目

を
あ
げ
た
。
守
備

初
め
て
の
全
日
本
大

学
選
手
権
の
切
符

を
手
に
入
れ
た
び

わ
ス
ポ
イ
レ
ブ
ン
が
リ
ー
グ

最
終
戦
の
関
学
戦
に
臨
ん

だ
。

　

11
月
30
日
（
日
）、
長
居
ス

タ
ジ
ア
ム
第
２
陸
上
競
技
場
で

争
っ
た
一
戦
は
２
、
３
位
の
か

か
っ
た
攻
防
戦
が
行
わ
れ
た
。

関
学
に
は
前
期
快
勝
し
て
い
た

だ
け
に
、
全
日
本
大
学
選
手
権

へ
の
勢
い
を
つ
け
た
か
っ
た

が
、
結
果
は
２―

２
に
終
わ
っ

た
。

　

び
わ
ス
ポ
が
い
き
な
り
先
手

を
と
っ
た
。
開
始
１
分
、
左
サ

イ
ド
か
ら
湯
田
の
出
し
た
パ
ス

に
舩
津
が
頭
で
あ
わ
し
、
先
制

点
を
奪
う
。
舩
津
の
ゴ
ー
ル
は

京
産
大
戦
以
来
６
試
合
振
り

で
、
後
期
２
得
点
目
。
貴
重
な

先
制
点
を
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン

が
あ
げ
、
波
に
の
る
と
、
直
後

の
10
分
に
も
、
篠
部
の
パ
ス
を

受
け
た
小
池
が
２
点
目
を
奪
っ

た
。
後
期
は
こ
こ
ま
で
失
点
２

と
安
定
し
た
守
備
力
を
み
せ
て

い
る
イ
レ
ブ
ン
が
本
領
発
揮
。

前
半
終
了
間
際
に
は
カ
ウ
ン
タ

ー
攻
撃
か
ら
ピ
ン
チ
を
迎
え
る

場
面
も
あ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｋ
下
西

の
好
守
備
で
無
失
点
に
抑
え
折

り
返
し
た
。
し
か
し
、
２
点
の

リ
ー
ド
は
逆
に
攻
守
に
油
断
を

生
む
。
今
季

の
び
わ
ス
ポ
の

戦
い
を
み
て
も
20

失
点
の
う
ち
12
失
点

が
後
半
に
奪
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
試
合
が
最
終
戦
と
な
る
関
学

大
の
４
年
生
が
後
半
開
始
か
ら

意
地
を
見
せ
る
。
９
分
、
小
関

の
左
サ
イ
ド
か
ら
の
パ
ス
を
、

青
戸
が
得
点
に
つ
な
げ
、
さ
ら

に
１
分
後
、
速
攻
今
度
は
金
尾

に
同
点
ゴ
ー
ル
を
奪
わ
れ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
同
点
に
さ
れ

た
び
わ
ス
ポ
大
は
、
そ
の
後
、

再
三
得
点
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
る

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
た

け
な
わ
の
11
月
22
日

か
ら
の
３
連
休
の
最

終
日
、
秋
の
都
を
楽
し
む
観
光

客
た
ち
を
し
り
目
に
西
京
極
競

技
場
に
足
を
運
ぶ
。そ
こ
に
は
、

冷
た
い
雨
が
降
り
続
く
中
ピ
ッ

チ
を
駆

け
抜
け

る
イ
レ
ブ
ン
の
姿
が
あ
っ

た
。

　

大
詰
め
に
入
っ
て
い
た
関

西
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
第

10
節
。
２
位
の
び
わ
こ
成
蹊
ス

ポ
ー
ツ
大
学
は
、
勝
ち
点
３
差

で
首
位
を
い
く
阪
南
大
学
と
の

首
位
攻
防
戦
を
迎
え
た
。
勝
て

ば
リ
ー
グ
優
勝
の
可
能
性
も
残

さ
れ
る
試
合
だ
っ
た
が
、
決
定

点
を
奪
う
こ
と
が
で
き
ず
、
結

果
は
ス
コ
ア
レ
ス
ド
ロ
ー
に
終

わ
っ
た
。

　

首
位
を
守
り
た
い
阪
南
大

と
、
勝
ち
点
３
を
と
っ
て
並
び

跡

戦
い
戦
い
の

あ
と

リ
ー
グ

準
優
勝

鶴見緑地球
技場

14時キッ
クオフ

　　　西京
極球場

14時キッ
クオフ

出
場
の
新
中
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
振
り
払
う
か
の
よ
う
に
振
り

抜
い
た
右
足
の
ボ
ー
ル
は
見
事

ゴ
ー
ル
の
ど
真
ん
中
に
突
き
刺

さ
っ
た
。

　

勝
ち
点
３
を
諦
め
な
か
っ
た

チ
ー
ム
が
最
後
ま
で
攻
め
続
け

た
結
果
だ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
関
西
学
生
リ
ー

グ
で
は
初
め
て
に
な
る
ス
ポ
ン

サ
ー
名
を
つ
け
て
新
し
い
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
の
お
披
露
目
の
試
合

で
も
あ
っ
た
。
胸
に
「
Ｋ
Ｉ
Ｒ

Ｉ
Ｎ
」
の
文
字
を
つ
け
、
胸
を

た
い
び
わ
ス
ポ
大
。
互
い
に
失

点
を
避
け
る
た
め
に
守
備
を

固
め
る
。
阪
南
大
は
こ
こ

ま
で
リ
ー
グ
を
通
し
て
の

失
点
が
６
。
対
す
る
び
わ

ス
ポ
大
は
20
。
し
か
し
、

後
期
９
戦
で
の
失
点
は
２

と
安
定
感
が
出
て
き
て
い
る
。

正
確
に
ボ
ー
ル
を
捌
き
、
早
く

短
い
パ
ス
を
つ
な
ぎ
チ
ャ
ン
ス

を
作
り
出
す
阪
南
大
の
攻
撃

に
、
全
員
で
粘
り
強
く
守
備

を
す
る
姿
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
た
び
わ
ス
ポ
サ
ッ
カ
ー
の

力
を
証
明
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
激
し
い
攻
守
の
中

で
、
何
度
か
危
な
い
場
面

も
あ
っ
た
が
相
手
の
ミ
ス

も
あ
っ
て
、無
失
点
に
抑
え
た
。
し
か
し
、

勝
利
の
た
め
に
は
得
点
が
必
要
。
び
わ
ス

ポ
大
同
様
、
守
備
を
固
め
る
相
手
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
を
前
に
得
点
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
冷

た
い
雨
。
ボ
ー
ル
の
ト
ラ
ッ
プ
ミ
ス
が
目

立
つ
の
も
そ
の
影
響
か
。
前
線
へ
ボ
ー
ル

が
送
り
出
さ
れ
て
も
決
定
機
は
つ
か
め
な

い
。チ
ャ
ン
ス
は
ゼ
ロ
で
は
な
か
っ
た
が
、

結
果
、
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

が
、
関
学
Ｇ
Ｋ
原
田
の
好
セ
ー
ブ
に
阻
ま

れ
、
追
加
得
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　

試
合
後
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
チ
ー

ム
準
優
勝
の
ほ
か
で
も
、
４
選
手
が
表
彰

を
受
け
た
。
優
秀
選
手
賞
に
、
舩
津
、
平

野
、
篠
部
の
３
人
が
選
ば
れ
、
平
野
は
ア

シ
ス
ト
王
と
の
ダ
ブ
ル
受

賞
と
な
っ
た
。
新
人

優
秀
賞
に
も
１
年

生
浅
津
が
選
ば
れ

た
。
チ
ー
ム
が「
フ

ェ
ア
プ
レ
ー
賞
」

を
受
賞
し
た
こ
と

は
松
田
監
督
が
め
ざ

す
「
フ
ァ
ー
ル
の
な
い

サ
ッ
カ
ー
」
が
認
め
ら

れ
た
証
だ
。
受
賞
は

選
手
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、「
ベ
ス
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
賞
」
も

谷
崎
が
受
賞
し
、

優
勝
を
逃
し
た
と

は
い
え
、
び
わ
ス

ポ
の
サ
ッ
カ
ー

は
高
い
評
価
を

う
け
た
。

新人賞　浅津

最優秀選手　平野

最優秀選手　篠部

11月15日
（土）

VS

同志社大

11月２日（日）
VS
関大

11月24日
（月）

VS

阪南大

長居スタジアム第２陸上競技場14時キックオフ

張
る
イ
レ
ブ
ン
は
ど
こ
か
誇
ら

し
げ
だ
。
全
国
に
び
わ
こ
の
青

い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
、
強
い
サ

ッ
カ
ー
を
み
せ
つ
け
る
時
、
イ

レ
ブ
ン
は
さ
ら
な
る
自
信
と
誇

り
を
胸
に
ピ
ッ
チ
を
駆
け
抜
け

て
い
る
だ
ろ
う
。

43
。
そ
の
う
ち
９
得
点
が
途

中
交
代
の
選
手
に
よ
る
得
点

で
、
し
っ
か
り
守
っ
て
得
点

を
取
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な

サ
ッ
カ
ー
に
磨
き
が
か
か
っ

て
い
る
。

長居スタジ
アム第２陸

上競技場

　　　　1
1時30分キ

ックオフ

11月30日
（日）

VS

関学


